
植物の繁殖に関わること（性表現、
送粉など）について研究してきまし
た。小さい頃から生き物が好きでし
たが、植物に興味を持ったのは大
学生になってからです。大学院で
は野外調査を通して植物生態学を
学びたいと思い北海道大学の大
学院に進みました。北海道では調
査研究を思う存分することができ
ました。博士号を取ったものの就職
はどうしようと思い始め、私の選択
肢にあったのは、大学、研究所、博
物館でした。進路が定まらない中、
２年間ポスドクをし、その後は１年
間大学で特任助教をしました。そ
んな中で博物館の募集が出たた
め受けて学芸員となりました。
私が勤める博物館には５名の学
芸員がいますが、分野は皆異なり
植物担当は一人です。つまり、植物
に関してはある程度好き勝手にす
る（やりたい調査研究や特別展を
企画する）ことができる一方で、植
物全般に関しての広い知識が求
められます。一般向けのイベントも
多いため、いかに楽しく植物に興
味を持ってもらえるかも重要となり
ます。博物館での仕事は、調査研
究、資料整理、教育普及、展示の
準備など様々です。講演では、学芸
員の仕事を３年間やってみて気づ
いたことや大学と博物館の違いに
ついてお話しできればと思います。

信州の田舎で育った私は小学生
の頃バードウォッチングが好きで、
いつか鳥の研究者になりたいと
思っていました。ですが、鳥を見つ
けるのは苦手で、見つけても種類
がよくわからず、周りには自分より
ずっと鳥に詳しい人ばかり。高校生
になる頃には「鳥は好きだけれど、
それほど詳しいわけでもない。そも
そも鳥の研究って何をするんだろ
う？」と考えていました。大学では物
理学の面白さにひかれて物理学科
に進み、鳥や生態学とはあまり関
係のなさそうな研究に取り組んで
いました。その後、やはり鳥の研究
がしたいと思い博士課程から生態
学の分野へ移りました。現在は鳥
に小さな記録装置を取り付ける
「バイオロギング」という方法で、無
人島や亜南極に調査に出かけ鳥
の移動を調べています。またそれら
の研究がきっかけで翼竜の研究に
も少し手を出したりもしました。その
時々に面白いと思うことをたどるう
ちに、気づけば鳥を研究するように
なり、その際には物理学のアイデア
が動物の移動を理解する心強い
助けになっています。
今回は研究の紆余曲折、動物の
行動を調べる面白さや、異なる分
野のアイデアを結びつける楽しさを
紹介できればと思います。

2027年3月21日（日）14：00～15：30

学芸員という仕事

みんなのジュニア生態学講座

現在、中高生の皆さんは学校で進
路希望調査があったり、少しずつ
将来の進路や就職を意識し始める
頃かと思います。生き物は大好きだ
けどそれは仕事にはならないから
と諦めようとしていませんか？ 当の
私は虫取りとお絵描きが好きな子
供で、大学生の途中まで漠然と、
将来は動物の研究者になるしかな
いと思っていました。確かに生態学
研究はそれを直接活用できる職種
は多くはないでしょう。しかし大学
三年次、転機が訪れます。解剖とス
ケッチの実習中に実習担当の先生
の口から”サイエンスイラストレー
ター”という言葉が飛び出し、「絵
画」と「生物観察」を組み合わせた
仕事が存在する事実に衝撃を受け
ました。これをきっかけに、先人のイ
ラストレーターのアドバイスを受け
たりイラストの勉強を経て、現在は
研究者と連携しながら研究内容を
イラストに起こす仕事をしています。
 私のように、大学では全く新しい
概念に触れることがあり、それまで
一切想定していなかった進路が開
ける可能性があります。やりたいこ
とが絞れない人、やりたいことがま
だわからない人、それぞれの悩み
があると思いますが、進路を考える
際には恐れ過ぎずに「自分の好き
なこと」を追及してみてほしいと
思っています。

好きを組み合わせた仕事 鳥・物理・翼竜
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